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久留米大学附設中・高校
学校説明会２０１４

ごあいさつ
校長

吉川 敦

久留米大学附設高等学校 １９５０ ～

高校共学化 ２００５ ～

久留米大学附設中学校 １９６９ ～

中学共学化 ２０１３ ～

募集定員（来年度） 中学 １６０名（男女）
高校 ５０名（男女）

建学趣旨：

国家・社会に貢献しようとする
為他の気概をもった
誠実・努力の人物の育成

（板垣政参 [初代] 1950, 原巳冬 [四代]  1969）

「社会」という部分は、“易しい” ：

モデル例 として、

自動車の企画・設計・販売・使用・修理・…・企画・…

を次のスライドで示します。

「自動車」に要点があるのではなく、種々の相互関係 が大事。
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「社会」の譬えとしての自動車会社

経営・企画

生産 過程

顧 客 （ユーザー）

商 品販売・営業
整備・修理

でも、これは「今」の話です。

2013 今、皆さんは、12歳 15歳

2033 皆さんは、32歳 35歳

2043 皆さんは、42歳 45歳

皆さんは社会の第一線にいます

皆さんは、多分、社会を動かしています

この間に
どんな変化が
あるでしょうか

参考：
2013

1993

1983

今 （2011 東日本大震災）

バブル直前. Vogel: Japan as Number 1 (1979) 「日本は世界一」

バブル崩壊 （1991） 阪神淡路大震災 (1995）

「国家」とは？

今は、「グローバル化」がうたわれる時代。
「国家」を持ち出すのは「古い」のではないか？

そうでしょうか。よく考えてみましょう。 以下3枚のスライドを見てください。

http://www.mii.kurume‐u.ac.jp/fusetsu/information/2013/pdf/2013nyugaku_sikiji.pdf

参考：平成25年度久留米大学附設中学校・附設高校 入学式式辞

附設のホームページ・インフォメーション 入学式の記事 にあります。

世 界

日本対立

日本

世 界

日本

つい捉われがちの図式

実際の図式

日本は世界の一部分である
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日本

Ｃ国

Ａ国

Ｂ国
Ｄ国

新しい世界

多様性に富んだ世界 それぞれの独自性

それぞれの貢献

国家社会に貢献する
附設で得た素養を
多様性の基礎として
世界に貢献する

世界への貢献 日本への貢献

今日では：

回り回って、地元貢献＝世界貢献でもある。

難しいのは：

「為他の気概」

しかし、これこそが、附設の教育の特徴でなければなりません。

「為他」とは何か？

『正法眼蔵』（道元禅師）にあります（第三、仏性、趙州禅師）。
ただ、文脈として、「為他」で切り取っていいかは、わかりません。

為他 生きるということの意味に思いを馳せてほしい

生きるということ
自分だけでは
成り立たない

他人との関わり

他人への奉仕・貢献
の想い

自分がこの
世にあると
いうことの

価値
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基本的な生活習慣

根気強さ 創意工夫 情緒安定

自主性 責任感 寛容 指導性 協力性

公正さ 公共心人
間
力

人
物
力 学

力
の
担
保

こ
の
部
分
が
大
切

為
他

基本的な生活習慣

根気強さ 創意工夫 情緒安定

自主性 責任感 寛容 指導性 協力性

公正さ 公共心 帰
属
す
る
社
会
の
拡
が
り

視
点
の
高
さ

仲
間
内
の
世
界
か
も

機
会
の
拡
が
り

世
界
水
準

そこで、どんな皆さんに集まってほしいか？

皆さんは、まだ、粗削り 附設 ＝ 磨き上げの過程

建学の趣旨を弁え、身に着けた人 ？ ― 卒業時点では、ぜひ、そうあって ！

基本的な生活習慣

根気強さ 創意工夫 情緒安定

強い好奇心
柔軟な思考力
豊かな想像力

誠
実
・
努
力

建学趣旨：

国家・社会に貢献しようとする
為他の気概をもった
誠実・努力の人物の育成

（板垣政参 [初代] 1950, 原巳冬 [四代]  1969）

（建学趣旨解説 終）


